




特長と構成

"-規 格

項＼五＼」肛旦竺’ ベースプレート※ 1 アンカーボルト※2 ナット※2 座金※2 定蒲板

規 格 大臣認定取得材 JIS 81181 JIS G3106 JIS G3101 大臣認定取得材
(HCW490B) (HAB) （六角ナット）

備 考 SN490B同等 降伏比0.7以下 強度区分8 SM490A SS400 

※ 1：国土交通大臣認定[MSTL-0566 ※ 2：国土交通大臣認定[MBLT-0042,0043,0044,0046,0231]

△注意
・ベースプレート下の基礎、基礎ばりに使用するコンクリー ト、鉄筋は以下の品質としてください。
コ ンクリー ト：日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説JASS5」に定める普通コンクリー ト
鉄 筋：JIS G3112「鉄筋コンクリー ト用棒鋼」に定める異形棒鋼

日
柱脚実験による検証を行い、日本建築センタ ー評定を取得しました。
【BCJ評定—ST0084】
阪神・淡路大地震で、SRC非埋込型柱脚が引張破壊を起こした例が多かったため、「2007年版建築物の構造関係技術
基準解説書、日本建築センター編」では、“柱脚における引張力に対しては慎重な設計が望まれる ” としています。
SRCスーパーハイベース工法は、引張軸力下での柱脚実験を行い、引張軸力下で耐震性能を発揮するための各種規定（引
張鋼材比、限界軸力等）を設けたSRC造非埋込型柱脚工法です。

SRCスー パー ハイベ ー ス工法の特長

実験目的 I 
大きな引張軸力とせん断力が作用する柱脚挙動の把握

実験概要 l 
引張軸力N：引張耐力の80%
D：柱せい
a/D=1.25 

試験体 l 
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SRC柱断面（共通）：□400X400

引張鋼材比が高い柱脚ほど、大きな変形能力が得られる
ことが判明しました。
※引張鋼材比等の各種規定は、SRCスーパーハイベースエ法設計ハンドブックを参照。
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変形角 R (X1 o-2rad.) 

実験結果例(M-R関係包絡線・正載荷）

耐震性能の優れた非埋込型柱脚を実現
①鋳鋼製のハイベースは、応力伝達効率が優れており、柱との溶接による熱影響を殆ど受けない形状で設計
②アンカ ーボルトは、「降伏比70％以下」の規格を満足し、変形性能を向上
【設計基準強度F値＝490N/mm2】

施工体制
アンカ ーボルト設置、無収縮モルタル注入、ナット本締め工事を、当社認定施工業者が施工

工期短縮と基礎工事の省力化を実現
①埋め戻し後、GLより建方が可能
②コンクリ ートの1度打ちが可能
③基礎配筋、基礎型枠の設計・施工が容易

地下駐車場などRC部分のスペ ースを効率的に活用
①基礎柱形に水平ハンチが不要
②耐震壁が効率的な厚みで設計可能
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一
国構成と施工手順

部品構成

①ベースプレート
②アンカ ーボルト
③定羞板
④ナット
⑤ナット
⑥座金
⑦ベースプレート下面モルタル
⑧アンボンドスリ ー ブ

施工手順

①アンカ ーボルトを精度保持のための上下形板を用
いて固定

②基礎コンクリ ート打設
③レベル調整のための中心塗り部分モルタルを施工
④ベースプレートが工場溶接された鉄骨柱を設置
⑤無収縮モルタルをベースプレート下面に充填
⑥無収縮モルタル硬化後、ナット回転法により導入

張力付加

②アンカーボルト

⑧アンボンドスリ ーブ

口
主筋

ベースプレー ト下面モルタルの標準寸法
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中心塗り部分モルタル

後詰めモルタル
※無収縮性モルタル
(NX2000・クイック3)
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ベースプレート
中心塗り部分モルタル

後詰めモルタル
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部品名称 寸法制隈
ベースプレー ト下面のモルタル厚さ(tm) tm�50mm 

ベースプレー ト周辺部のモルタル幅(em) em�tm 

ベースプレー ト端から基礎柱形 e�tmかつ
までの縁端距離（e) e�0.065W (W:A,Bの大きい方の値）

中心塗り部分モルタル(a)
Xタイプ、LLタイプ、LRタイプ、Tタイプ I 150�a�300 

Hタイプ l 100�a�300
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